理-07-公-長野-問-05
	 eq \o\ac(□,５)
長野県のある地域の地層のようすを調べるために，その地域内のいくつかの露頭を観察した。その結果，ある露頭には図１のようなうすい火山灰の層をふくむ地層が見られ，他の露頭でも同じような火山灰の層が見つかった。各問いに答えなさい。
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問１
eq \o(\s\up 9(でい),泥)岩や砂岩の地層は，流水のはたらきによってつくられている。この流水のはたらきとして適切なものを，次のア～カから３つ選び，記号を書きなさい。

ア
eq \o(\s\up 9(たい),堆)積
イ
循環
ウ
断層
エ
運搬
オ
変動
カ
侵食

問２
泥岩と砂岩の層の一部を採集して調べた。泥岩と砂岩とを区別する方法として，最も適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。

ア
うすい塩酸をかけて，変化を調べる。
イ
細かくくだき，eq \o(\s\up 9(はん),斑)晶のかたさを調べる。

ウ
拡大して，粒の大きさを調べる。
エ
拡大して，石基の割合を調べる。

問３
それぞれの露頭で見られた火山灰を調べたところ，同じ火山灰であることがわかり，どれも石英を多くふくんでいることがわかった。

①
図２のア～オのような火山灰にふくまれる結晶状の粒のことを何というか。漢字２字で書きなさい。

②
図２の中で石英はどれか．ア～オから１つ選び，記号を書きなさい。
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問４
この火山灰の層は，西日本にある火山Ａが，特徴的な火山灰を広い地域に降り積もらせてできたものである。この層から推測できることは何か。最も適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。

ア
地層のある場所の標高
イ
はなれた地点間の地層のつながり

ウ
地層が隆起した原因
エ
地層ができた当時の大気の組成

	問５
この地域内では，図３の地点Ｂ(標高750ｍ)，地点Ｃ(標高752ｍ)，地点Ｄ(標高758ｍ)に垂直に切り立つ露頭が見られた。これらの露頭での観察結果をもとに，地層のようすを考えた。図４は，この地域を真上から見たものである。図５は，地点Ｂ～Ｄの露頭で見られた地層の重なりを柱状図にあらわしたものであり，「地表からの高さ」の０ｍは，各地点の標高と一致している。なお，この地域内には断層がなく，各層の厚さや傾きの方向，角度は一定であるものとする。
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	①
地点Ｂと地点Ｃを結ぶ垂直断面にあらわれる火山灰の層を，図５で用いている　でかきなさい。

②
地点Ｂと地点Ｄの中間に位置する地点Ｅ(標高770ｍ)でボーリング調査を行うと，どのような地層が見られると考えられるか。火山灰の層を　で，砂岩の層を　でかき，柱状図を完成させなさい。
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